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This paper describes the palaeotemprature-culture dynamism during the 3.6-3.Ok

cal. yr BC period, the turning point from the Atlantic Hypsithermal to the Subboreal

neoglacial through oscillated deterioration. Sea level was stagnant or slightly lowered.

Remarkable deterioration was observed mainly in the higher-than-450N latitude zone in

the earlier phase, but expanded to the higher-than-35oN lat. zoneinthe later phase.

Present southern Sahara was hard hit by the southward desert migration which terminat-

ed the Bovin culture and increased migrants to the Nile valley and to the southerly

grassland. Europe, except the Mediterranean coasts, was widely affected. The Black Sea

areas experienced the anticlockwise invasion of the iIICipiellt Stepp equestrians. The

Anatolian bronze-tooトusers began to reclamate forests around the peninsula, especially

southward in the east Mediterranian coast, establishing latifundia in the wood land of

sufhcient and stable precIPltation. The latifundists were most successfuH　in

climatologlCally dry southern Mesopotamia and Upper Egypt where they could employ

abundant native farmers who were suffering from the river lowering, and who eventually

removed into their latifundia. When peasants'in80w continued, the latifundia grew into

small cities, further into the city-states. As located in the lower latitude, the Asian

cultures were less inauenced except in Central Asia, where the northern steppwas

severely hit in the earlier phase, while the southern grassland deterioration being delated

untill the later phase. Dessication mitigation in continental South Asia allowed the Indus

culture formation. P∫e-protoagrlCulturalists in Oceania and Americas suffered less. In

arid zones and in the archtic areas human habitation slightly expanded by dryness

relaxation and by deforestation respectively. The circummediterranian `civilization'

formed during this period led the Atlantic 'anarchists'to the Subboreal authoritarianism.



76

本論では筆者の既刊三稿(佐々木, 1999, 2000, 2001)に続き, Atlantic期末(3.6-3.0

k cal. yr BC)(1)の気温水準の変動と諸文化の対応的変化を述べるo本論で扱う期間(0.6ka)

は既刊三稿で扱った期間にくらべて著しく短かいが, Atlantic Hypsithermal (以下AH)

から,完新世中間値よりも低い気温水準を出現させた寒冷化(以下de.ep∴ deterioration

episode)が繰り返しおきたSubboreal期に向かう古気候転換期だった｡当期前葉と後葉の

de. ep.はAHの温暖環境下の地表の数地点で高度に発達し始めた農耕社会を変化させ(2),

ナイル河谷とメソポタミアでは｢古代文明｣の成立を促した(3)｡当期は, AHは終わったが,

Subboreal的低温のほとんど出現しない移行期だった(4)｡本論で扱う期間が考古学的短期間

だった上に,当期の大きな気温変動は当期中には劇的な環境変化を必ずしも結果しなかった

から,既刊3稿の主体だった地域別概説は本論では重要でなく,都市と国家の形成の開始し

た環地中海地域東南部の状況の人類学的復元に重点を置いた｡都市･国家形成過程での考察

では不十分な考古学的情報を民族学的推論で補った(5)0

8. Atlantic末期(3.6-3.OkaBC)

AHからSubboreal的低温状態-の移行は以下の三段階を経て進行した｡

(i) 3.6kaBC de. ep∴ 3.6kaBC (をやや過ぎた時点)に非常に急激な寒冷化(6)があり,

AHが終わった(7)0 3.6kaBC de. ep.は2.1kaBC de. ep.とならび,完新世の二大寒冷化だ

が,寒冷化開始前のAH末の気温が完新世最高水準にあった(佐々木, 2001 ; p.62)ので,

寒冷化終了後(8)の気温水準は完新世中間値よりもやや低い水準にとどまった｡完新世前半と

比較すると3.6kaBC de. ep.ほAtlantic期中葉初頭(5.6-5.OkaBC)の二回の寒冷化

(ibid, p.70注7)以来の寒冷化だったが,出現した気温水準は必ずしも低くなかった｡

(ii) 3.4kaBC温暖化(以下am. ep∴ amelioration episopeの略) : 3.4kaBC (よりやや

早い時点)に急激な温暖化があり(9), AH末の最高水準には遠さなかったが, AH中後期の

気温水準(ibid, p.71注12)よりもやや高い気温状態が3.2kaBC (よりやや早い時点)まで

続いた(10)0

(iiB　3.2kaBC de, ep. : 3.2kaBC (よりもやや早い時点)から気温水準が確実に低下し始

め, 3.OkaBC (よりもやや早い時点)には3.6kaBC de. ep.直後とほぼ同水準の気温が出現

して, Subboreal期が始まったと本論では考える(ll)0

二回のde. ep.を通じて以下に述べる全地表的寒冷化(Lamb, 1982 ; p.116)が進行した｡

寒冷化現象には気候区分境界の赤道側･低地側-の大きくない移動(12), BW/BS境界での乾

燥の緩和,多雨地帯での軽度の寡雨化,内陸地帯での海洋性降水量の減少などがあったと要

約できる(13)0

当期中の大きくない海水準変動を2 kaADに確認できるか否かは地域的条件に支配され

るが, AHにくらべて氷河が前進したから,海水準が大きくはないが全地表的に低下したの

は確実であり,当期に海退が進行したことを確認できる地点(14),当期に先行する時点と後

続期時点との間での海水準低下を確認できる地点(15), AHに上昇した海水準が当期には停滞

した地点(16)などが多く,南半球の安定した海岸には3.6kaBC de. ep.に対応した海水準のわ

ずかな低下, 3.4kaBCam.ep.に対応したわずかな上昇を確認できる地点もある(17)｡地中海
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沿岸では前稿で扱った時期同様に晩氷期の氷床消失に伴なう構造的上昇後の反動的下降

(glaciostatic rebound)があり,海水準の変化を細かくたどれない(18)｡当期中の海水準低

下はあってもわずかであり,ベルシア湾奥のメソポタミア南部の離水を除けば,人類史的意

味のある現象は生じさせなかった｡

8,1.アフリカ

低緯度地域では自然環境の大きな変化がなかった(Vincens et al" 1998 ; p.42)｡赤道附

近を中心に発達した森林地域では,気候の季節化･乾燥化の始まった周辺地帯でも,生物相

の変化が進行せず,点在する臨水性草地を拠点とするせまい範囲で漁労依存度が高く,安定

した続旧石器的生活を送る小人口(19)が,遺構と在地石材比率の高い石質遺物が集中し(木

村, 2001 ; p.73),地域性の強い(Philipson, 1992 ; pp.415-472)遺跡を残した｡

AHに現サノ､ラ(秦)南部に展開したBS地域とそれに南接し, parklandの卓越してい

た現Sudan-Chad地域(以下SC地域)北(東)部では寒冷化の影響が大きかった｡急激な

寒冷化に対応したサノ､ラ砂漠の南下による乾燥化(20)は現サ/､ラ南半で全般的に進行したが,

生活人口のやや多かった現サ-ラ東南部でより明確であり, 3.6 ･3.2kaBCde.ep.に対応し

て牛飼養民が砂漠化を避け,現BS地帯の気候的には草原化したparklandに(さしひき)

移動し,雑穀種依存度の高い生活に移行する傾向が生じた｡ 3.4kaBC am. ep.に対応して一

時的で弱い逆方向の変化もあり,牛飼養文化から雑穀農耕文化への移行は当期だけをとって

も屈折した過程をたどったのだろうが, 3.2kaBCde. ep.の作用が激しく(Grove, 1993;

p.41, Muzzolini, 1993;p.216),当期期頭と期末とを比較する′と人口の(さしひき)南下

移動と文化的移行(21)が進行した｡ナイル河谷に(さしひき)移動した人口も多く,古代エ

ジプト文化の多民族状態を強化した｡

インド洋側から南半球にかけての乾燥地帯ではやや大きな続旧石器的生活単位が広い範囲

を移動し,雨季には前述の森林地域人口に似た小集団に分かれ,乾季には限られた水源に誘

引された大きめの集団をつくって,貧弱な印象を与える遺跡を形成しっづけた(木材,

2001 ;pp.73･ 74)0

8.2.環地中海地域

8.2.1 Fertile Crescent (以下FC)地域では南部メソポタミアでの｢古代文明｣つまり

(都市)国家形成過程の開始が人類史的に最も重要である｡国家形成過程を考えるにはAH

の状況を概観する必要がある｡

AHまでに全FC地域で乾燥化が進行し,メソポタミア(中)南部の潅概農耕地帯(22)に乾

燥化を避けた農耕民が集中する傾向が続いた(佐々木, 2001 ; p.63)0 AHの同中南部では

農耕民が,当時の世界の一般的地域よりも桐密に,しかし3.6kaBC以降よりもやや低密度

で生活する状態が続き,農耕民は短期的には定住生活を送ったが,長期的には中南部内での

移住をくりかえした(23)｡この過程で南部メソポタミアは人口集中の始まった時点では生活

人口の相対的に高かった北部メソポタミア(および間接的には東地中海地域)からの移住者

を短期的には少しづつ,長期的には(人口集中開始前の南部メソポタミア人口にくらべて)

大量に吸収した｡ AHの特に高温だった時期を中心に東部アナトリアからザグロスに至る山
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地森林中の標高の高い小草原(およびイラン高原のBS地帯) -の(さしひき)移動者を

(AH初頭当該小草原･イラン高原の先住人口にくらべれば総数では大量に)放出しながら,

全体として3.6kaBCまでに当時としては大量の農耕民が南部メソポタミアに集まった｡

3.6kaBCまでに大きめの集落は都市的規模に近づき,手工業的技術の水準も高まったが,

当期末(3,OkaBC)でも大量の基礎食糧(事実上穀物,ここでは小麦)を集中させる大型

運輸･交通遺構が築造されなかった(24)から,当期中もなお都市的集落の住民は食糧を原則

的に自給し,周囲の他世帯の従事しない各種手工業的活動に従事した世帯も特定の手工業的

活動の一万で, (準)自給的な農業経営に携わる半専門的｢兼業農家｣だったと考える｡社

会全体が低水準の商業的関係で結びついた｢兼業農家｣のルーズな集合であり,非農耕活動

の各分野に(全然なかったのではないにせよ)特別な職業的組織があったと考えない(25)0

歴史的に形成された小水路網を利用して(23),栄養体成長期に(水稲耕作にくらべれば)少

量の潅概水を補給する小麦農耕がせまい耕地での家族的経営を選択させたから,経営に家族

外労働力を投入する必要性が小さく,農業労働者が(皆無でなかったにせよ)少なく,世襲

的農村内身分が発達しにくかった点で南部メソポタミア社会は後述のエジプト社会とはかな

り異質だった(26)0

Subboreal期に向かう当期の寒冷化に対応して, AHのこのacephalousな社会の成員と

は少なくとも多少は異なる言語を使用した多様な(さしひき)移動者が周辺山地森林地帯中

の標高の高い草原(およびイラン高原西南部のBS地帯)から南部メソポタミア(および

Elam)に移動して多言語状態が強まったことが国家形成過程の背後にあったと本論では考

える｡寒冷化に対応した(さしひき)移住者の大部分は先行AHの温暖化に対応して周辺

高地草原に移住した男性とその時点での高地草原先住民女性との間に生まれた人々の子孫等

だったから,当期の南部メソポタミア-の移住者と当期始めの南部メソポタミア｢先住民｣

との間の言語的･文化的距離は必ずしも大きくなかった｡ 3.4kaBCam.ep.に対応して逆方

向の(さしひき)移動が増えるなどの交流が絶えずあったから,当期に｢異民族｣が南部メ

ソポタミアに出現したのではなく, 5千年後に確認できる大きな変化が寒冷化自体に対応し

て生じたのでもなかった｡

高地草原系移住者(系住民)の少なからぬ部分は,生活地点選択上の制限の多かった既存

潅概農耕地帯よりほ, (a)寒冷化に対応した乾燥状態の緩和があり(27), (b)先住人口が極端に

少なく, (C)AHにはBW化していたので, 3.6kaBC以降に草原植生の発達しうる気候条件

の出現した時点で作物と競合する草本の少なかった周辺地帯(28)を選んだ｡淡･汽水湿地･

海岸線が後退し始め,離水可耕地の増加し始めたベルシア湾奥地帯(後続初期王朝期の都市

国家集中地帯)を選んだ移住者も多かった｡これらの一般的移住者(系住民)はAHに形

成されたacephalousな南部メソポタミア社会を積極的に変化させず,多言語状態を一時的

に強化させる程度の変化のみを進行させるにとどまった(29)｡

多様な寒冷化対応的移住者のなかで,当時の最先端手工業製品だった青銅器を供給でき,

農園一都市建設能力の高かった一部アナトリア系移住者(30)が都市国家成立につながる突出的

支配性を最初に発揮したと本論では考える｡アナトリア系移住者もAH (以前)から(中)

南部メソポタミアで生活し,他の移住者系住民と同様に必ずしも特に｢異民族｣的ではなく,

農園一都市建設者はそのアナトリ7系移住者の極く一部だったo AH中後葉にアナトリア北
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部で支配者居館型植民都市(31)を建設した人々(の子孫)の一部が,他のアナトリア系移住

者と同様に東南部アナトリア･北部メソポタミアの南部メソポタミア系植民都市的集落を経

由して,南部メソポタミアに移住し,意図的に建設した農園の一部が先住民的人口(32)を吸

収し続けて,支配者のいる都市に成長したことがメソポタミアの初期王朝都市国家の出現の

前段階だったと考えるとacephalousなAtlantic期社会から身分的支配組織のあるSubbor-

eal期社会-の移行を説明しやすい(33)｡

農園建設者が農閑期に現物賃金を支払っで34)先住民を雇人し,雇人先住民を指揮してダ

ムを建設し,下降の始まった河道上に貯水し,旧河道を経て(8.8参照)農園耕地を潅概す

るシステム(安田, 2000 ; p.147)(35)を構築して成立した農園の一部が成長を続けて都市的

集落に移行し,農園建設者の子孫等関係者だった｢貴族｣の支配した都市的集落に先住農耕

民がさらに流入し(36),貴族の支配する都市国家が成立したと本論では考える(37)o農園一都市

建設者は南部メソポタミアを｢征服｣せず,先住農耕民は武装抵抗しなかった｡武器を連想

させやすい青銅器を確保した前者は｢征服者｣視されやすいが,前者が絶対的少人口だった

ことに加えて,兵力化すべき従属人口が農園開設時には欠如し,平和で自由な生活を続けて

きた先住農耕民には集団的武装闘争の伝統がなかったからである｡

AHのベルシア湾最奥部にあたり, AHには約3m高かった海面に続く淡汽水面下に沈ん

でいたが, 3.6kaBC de. ep.以降の海過と繰り返し起きた地域的大洪水が可耕地を増加させ

始めた地帯(Nissen, 1998 ; p.56)に当期後半(38)の数百年間に建設された多数の農園のう

ちの極く一部が本格的都市に成長した過程(39)を通じて,歴史的に形成された小潅概水路(23)

の機能が河水面降下とともに低下して,原住地放棄傾向の強まった一般農耕民が潅概用水を

確保できた農園一都市に徐々に集中して,初期王朝都市国家が形成されたと本論では考える｡

東地中海地域のBS地帯でも寒冷化による乾燥状態の緩和があり,山地から流出する河川

(の状流)水を利用できた地点が増え,寒冷化開始時点での先住民的人口と,先住民的人口

との間の文化的距離の小さかった高地Open forest草原系移住人口とがBS地帯先行文化と

連続性の高い新融合文化を形成した｡当期の特徴的変化はBS地帯の西側(地中海東岸)山

地森林内の小草原を拠点にしたアナトリア系青銅器使用者の農園建設の開始だった(40)｡森

林伐採によりBS地帯よりも安定した耕地を創設できる(8.7参照)ことはアナトリア系初

期青銅器使用者の当該地域進出時(Egan 良 Bikai, 1998 ;p.586)から自明だったから,当

期のアナトリア周辺森林地帯ではどこでも農園(一植民都市)建設が展開した｡当該森林地

帯では支配者居館を中心にした遺跡,支配者居館のない遺跡が点々と形成された(41)が,全

般的寒冷化を反映してアナトリアより南側の地中海東岸山地等での農園建設が傾向的に多か

った｡しかし同山地森林中の小草原に拠点を建設しても,小草原周囲の硬質樹主体の森林開

発のコストが高く,雇人すべき先住民が多くなかったから,同山地周辺での農園の都市的発

展は抑制された｡それでもアナトリア系農園建設者は当期中に後のオリエント地域に拡散し

て,共通文化要素(Hole, 1987 ; p.17)を広い地域にもたらした(42)0

8.2.2　地中海地域の一部であるアナトリアで初期青銅器文化(Yakar, 1985;p.3)人口

(の一部)が安定した耕地を求めて(8.7参照)周囲の山地性Open forest中の小草原を拠

点として周囲の森林を開発する農園建設を急速に展開させはじめた(43)ことは既に述べた｡
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本来は無方向的な農園開発が,当期がたまたま急激な寒冷化をくりかえした時期だったので,

赤道方向に偏り,先住民人口の大きかった南部メソポタミアとナイル河谷に早く到達したこ

とも本論中で繰り返し指摘した｡農園建設と並んで金属器使用効果の大きかった造船技術の

進歩(99)により,東部地中海の海上交通がアナトリア半島海岸から時計周りに発達し始め,

海岸森林中の小草原に港湾集落的農園も建設されはじめた｡先住民の少なかった地点では初

期青銅器文化的な遺跡が形成されたが,先住民の多かった地点ではアナトリア系要素は先住

民文化のなかに埋没しがちだった(44)｡

ナイル河谷,特に北回帰線に近く,完新世高温期には長日性作物である小麦の生産性の低

下する(45)上エジプトでは, AHの高温状態が終息して小麦農耕の生産性が高まり,当期末の

初期王朝成立にむかった農園一都市建設が急速に進行した｡耕地創設に森林伐採(特に伐

梶)が不要だった点でも,農園に流入して都市-の成長を可能にした大量の(古谷野,

1998;p.95)先住民がいた点でも上エジプトは南部メソポタミアに似ていた｡収穫期以外の

農業労働力需要の小さい小麦耕作が食糧基盤だった点も両地域に共通したが,南部メソポタ

ミアよりも低緯度で小麦栽培条件の限界的な上エジプトでは収穫期がより集中的であり(45),

全域的に不足する収穫労働者を地域社会内で確保する必要が大きい(46)｡農業労働者を大量

に雇人する収穫期は約3週間だから,残りのほとんど一年間は失業する農業労働者をとどめ

て置くには収穫期に農業労働者の一年間の生活に必要な量の現物賃金(小麦)を支払う必要

があった｡この現物賃金支払いは農業経営者にとっては大きな負担であり,少しでも払い過

ぎれば経営が破綻するから,一部のみを低雇用の長期労働者として雇人し,大部分には擬制

失業的非農耕就業を割りふり,一部をみせしめ的に差別するなどの身分的労働組織を構築し

て急騰しがちな収穫労働賃金を冷却するのが限界的小麦農耕社会の伝統的対応である｡この

状況下では農村内身分が発達しやすく, AH末までに南部メソポタミアよりは生得的分化の

激しい農耕民社会が成立していたことが初期青銅器文化系農園建設者の到来後の短期間に世

襲的政治権力の急速な発達を促したと考える余地が大きい｡

3.6kaBC de. ep.以降にナイル河谷に到達した東地中海東岸系農園建設者が既存身分社会

の支配的部分に,東南部サ/､ラ系移住者が被支配的部分に参加して,身分関係がさらに発達

した多民族的複合社会が形成されたと本論では考える(47)｡地中海東岸系農園建設者を先住

民は侵略者とは考えず(48),むしろ金属器(49)の供給者･農閑期の雇用者とみて頼りにし,育

力先住民の｢婿に迎えられた｣地中海東岸系移住者男性が義父の支配権を格段に強化させ,

開設農園を短期間に都市的に成長させた事例がナイル河谷では少なくなかったと考える｡

当期の先住民系農耕民は3.6kaBC de. ep.以降のナイル河水位の低下(ibid ; p.7)が可耕

地を低位置に限定しつつあった状況に対応して,従来利用していた高位置耕地を人工的に滞

水させる必要に迫られていたから,水位低下前の旧河道を利用する(8.8参照) basin irriga-

tion (屋形, 1994 : pp.112-113)構築に必要な用具と指導力を期待できた地中海東岸系農

園建設者を歓迎した｡当期後半に条件に恵まれた(50)一部農園の都市国家への移行が急速に

進行し(古谷野, 1998 ; p.25),殉死慣行を伴なう(Midan卜Reyne, 2000 ; p.54)異民族

支配的身分関係も出現した(51)｡農園建設が東部下エジプトから始まり, (考古学的短期間

に)上エジプトに及んだ(古谷野, 1998;p.121)ことは青銅器技術の7ナトリア起源(52)と

王国時代の下エジプトの文化先進性を考慮すれば,ナイル河谷の農園一都市建設者の地中海
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東岸起源を明らかに示唆する(53)が,先住民社会の発達していた上エジプトでの農園･都市

の発展が急速で,歩兵主体の兵力での上エジプトの優位が確立したo

農園一都市の過当建設を原因とした都市国家間戦争(次稿で扱う予定)を経て成立したば

かりで不安定だった上下王国軍の都市国家間最終戦争的衝突(屋形, 1980 ; pp.121 ･ 122)

が繰り返され,上エジプト王国軍の下エジプト首都占領で初期王朝が成立したのは,文化的

には先進的だった下エジプト王国が歩兵力で劣っていたからだったから,後進地域の上エジ

プト王国支配者はより地中海東岸的な下エジプト文化とは異なる先進的固有文化があること

を主張し,お国ぶりの古代エジプト文化の創出を始めた｡近現代エジプトと同じく,古代エ

ジプトは世界最初のnationだった初期王国支配者が自らの地中海東岸系出自を隠蔽し,自

らの王権を地中海東岸以遠の支配者とは無縁の至高の存在であると主張した世界最初の

nationalismの賜物だったとここでは結論する｡

地中海地域中部では青銅文化系航海者の初期海上交通が金石併用的先住民社会(Geddes,

1986 ; p.768)を大きく変化させ始めたが,同西部では初期海上交通の影響は間接的だった｡

ギリシア･バルカン半島ではエーゲ･イオニ7両水域の港湾農園集落を起点にした初期青銅

器文化要素の内陸伝播(54)が進行した(55)｡イタリア半島南部でもイオニア海を往来した青銅

器文化系航海者の建設した港湾集落を中心に新文化要素が全域に普及し始めた｡同半島基部

では寒冷化に対応したドナウ中流域系金石併用文化人口の移住があり,先住民との融合文化

が形成された(56)｡南フランス･イベリアでは金石併用化が進行したが,状況はかなり後進

的だった｡リビア以西の地中海南岸では海上交通の条件に恵まれず,陸上交通と未発達の海

上交通の連鎖とが遠い先進地域の文化要素を少しずつもたらす状況だった(57)0

8.2.3　東アフリカでは北西端(サブサ/､ラのSC草原に東南接する地帯)でサ/､ラ牛飼養

民系人口の生活密度が多少上昇した可能性があるが, AHに赤道側から拡大したopen for-

estの消滅が遅れ,移動がやや困難だったから,牧畜民の本格的増大は後続期以降に本格化

したと考えるべきである｡紅海対岸のアラビア半島西側のBS地帯では新石器農耕文化が展

開していた(Nayeem, 1980 ; p.96)0

8.2.4　大西洋地域はほぼ全域が45oNより北に位置するので,当期初頭から寒冷化の影響を

強く受けた｡ 45oNに近いフランスと高緯度だが海洋の影響が強くやや安定的で,当時は農

耕依存度の低かったイギリス諸島とでは寒冷化の影響は弱かったが,北部(北ヨーロッパ南

部･バルト海沿岸),特に氷河湖沼地帯の骨角器系農耕新石器文化伝統は重大な変化を蒙り,

大西洋地域中部･ドナウ上流域への挙家離村的移動が多かった(58)0 3.4kaBC am. ep.に対応

して各人口は全体として生活域を北上･上昇(59)させたのだろうが, AH末にドナウ上流域に

達した黒海系金石併用文化の要素を含む大西洋地域中部のTRB系農耕文化がイギリス諸島

を含む広い地域に拡散し始めたことを除くと,温暖化に対応した変化は目立たず,前葉の厳

しい状況から充分に回復しない間に再寒冷化を迎えた印象が強い(60)｡大西洋岸では少人口

の巨石新石器文化人口が気温水準の変動に対応して生活地点を移動させながら,各地の内陸

部分と部分的に融合しながら,固有の遺跡(Watson & Keating, 1999;p.327)を残し

た(61)0

8.2.5　黒海地域でも全域が45oN以北に位置し,海洋の影響が小さい上に, AH末に農耕依
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存度のやや高い諸文化が展開していたので, 3.4kaBC am. ep.の影響を認められないほどの

強い寒冷化現象が生じた(Whittle, 1985 ; p.166)｡ドナウ上流域の金石併用的非彩文土器

文化系人口の一部が大西洋地域中南部･ドナウ中流域(さらに一部は同下流域)に,同中流

域の金石併用的彩文土器文化人口の一部は同下流域･黒海西岸･アドリア湾奥地域に移動し

て各地の先住民との融合文化を形成した｡特に注目すべきなのは黒海北岸から中央アジア北

側草原西端にかけての地域から黒海北･西岸にかけて移動した(62)人口である(63)｡当該人口

はAHのBS地帯原住地でほより農耕民的な生活を送っていたが,急激な寒冷化と食糧資源

量の減少に直面し,当初はせまい範囲内を移動して食糧を確保したが,状況の悪化に対応し

てさらに広い範囲を移動し始めた｡

急激な寒冷化に対応した当該人口の移動域がより安定的な農耕地帯と重なって先住農耕民

との間の係争が始まり,当該人口は組織的な武装活動を展開し始め, ｢騎馬民族｣的色彩を

帯び始めた｡原住地での移動性増大と並行して始まった馬の飼養技術と騎乗技術は未発達で

あり,移動人口自体が小さく,影響も地域的だった(64)が,日本列島にも古墳築造をもたら

した移動的文化の伝統(金原, 1988 ; p. 633)が開始し, pastral feudalism(65)の政治権力思

想が形成され始めたことを強調すべきである(66)｡当期を通じてドナウ下流域,黒海西･北

岸ではAH末以来の農園支配体制に初期騎馬民族系支配者の加わった新農園支配体制が展

開した｡しかし急激な寒冷化状態での高緯度地中海農耕農園経営は環地中海地域東南部にく

らべ著しく不安定だったから,農園から都市-の成長は抑制され,高度文化は形成されなか

った(76)0

8.3　アジア

中央7ジ7ではほとんど全域が45oN以北に位置する北側草原で寒冷化の影響が甚大だっ

た｡北側草原西端で馬飼養･騎馬技術を発達させはじめた黒海北岸系人口の動向は前述した｡

北側草原中央部からほ東アジア東北辺系の非農耕的有土器新石器文化人口の南下があっ

た(68)｡やや低緯度の南側草原東端では3.6kaBC de. ep.の寒冷化と乾燥緩和が相殺して不安

定化は生じず,身分分化のない(考古研, 1990 ; pp.14-15, 20) Atlanticな彩陶文化が続

いた｡ 3.4kaBC am. ep.ほ各地で生活状態を改善したのだろうが, 3.2kaBCde. ep.以降に

は悪化が再開し,南側草原東端でも彩陶文化の急速な衰退が始まった(69)0 AHに北側草原

(北接北アジア森林地帯)に拡散した束アジア北東辺系人口(邸, 1974 ; p.23) -の当期の

気候変動の影響は中央部内水面発達地域-の南下(前述)(68)以外には明確ではないが,非農

耕民型の適応的変動があったのだろう｡南側草原西部では寒冷化に対応して辺境牧畜民の一

部が南接金石併用的農耕民社会に｢もぐりこみ｣(70),もぐりこんだ遊牧民ごと農耕民社会が

少しだけ南西側(イラン方向)に移動した(71)のだろうが,イラン東北部との文化的連続性

がもともと高かったので,顕著な考古学的変化はなかった｡

イランの状況は明確ではない(Dyson, 1987 ; p.650)が,南部草原の生活地点の使用頻

度が上がった可能性がある(71)｡南部草原西端のザグロス山地森南側の草原地帯でも生活人

口がやや増加し,ここからの(さしひき)移住者の増加がElamの農園の成長を促したと考

える｡ 3.4kaBC am. ep.で生じ(かけ)た逆方向の変化は3.2kaBC de. ep.で相殺された｡

南アジアではAH末までにBaluchistan山地に達していた金石併用的彩文土器文化人口
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の一部が,寒冷化に対応した冬雨増加があり(藤原, 1990 ; p.4),地中海農耕の条件の好転

した(72)大陸部西半の草原- parkland (および東接Open forest中の小草原)に拡散し

(小西, 1999 ; p.215)(73), BaluchistanとThar砂漠にはさまれた後のインダス文化中核地

帯では生活地点の断絶的利用度が高まった(Thapar, 1985 ; p,51)｡しかし大陸部西半を除

く広い地域の農耕文化化は後続期に進行した(Agrawal, 1984 ; p.21, Wikrampathirana,

1984 ; p.50)(74)0

東アジアでは3.6kaBC de. ep.の影響は軽微であり,中国ではAtlanticな中期新石器文化

から連続した後期新石器文化が展開した(小津他, 1999 ; p,84)｡台湾を含めた(Bellwood,

1992 ; p.103)東アジア全域(75)で新石器文化遺跡が形成され,中心地帯ではより高度な経済

･社会が発達し始めた(76)が, 3.2kaBC de. ep.以降には黄河流域以北の彩陶文化の消滅傾向

が生じた(李, 1994 ; p.28)(77)｡中国の東北地方中東部から沿海州にかけての地域では3.6

kaBC de. ep.の影響が明確だった(大貫, 1998;pp.46, 32)が,日本を含む他の東北辺諸

地域では明確な文化的断絶は生じなかった(78)0

北7ジアでは低温状態も出現したが,同時にAHに発達した高緯度森林(Newby et al.,

2000 ; p.4310, Pisaric et al., 2000 ; p.241)の後退が始まって,狩猟漁扮民の生活しやす

い地帯が拡大した(79)0

東南7ジアではAHに発達した熱帯森林の被覆が多少ゆるみ,東アジア系人口の(さし

ひき)南下があって,新しい文化的展開があった｡インドシナ半島では中国南部系新石器文

化人口の寒冷化に対応した(さしひき)移住者の南下があり,土器･定形的磨製石斧の加わ

った本格的新石器文化遺跡が形成されはじめ,一部はネパールにかけての地域にも拡散し

た(73)｡インドネシア(坂井, 1998;p.185)でも寒冷化に対応した半島系移住者の(さしひ

き)増加があり,新石器化が進行した(Soejono, 1984;p.59)｡インドネシア東部では遅

くまで先土器文化が残った(Bellwood, 1992 ; p.109)が,期末までに有土器化が進行し

(Clover, 1984;pp.285-292),ニューギニアから西部メラネシアに至る地域-の新石器

文化要素の伝播が始まった(Terrell, 1986;p.20)｡フィリピンでも南シナ海対岸から新石

器文化要素がもちこまれた(Peralta, 1981,西村, 1998 ; p.274)が有土器化は進行しなか

った(Bellwood, 1992 ; p.105)(80)｡

8.4　オセアニア

オーストラリアではAHには湿潤化した北部に小型石器･ dingo複合が拡散しはじめた

が,高温環境下の回帰線南接大分水嶺の西側では砂漠化が激しく,東側では森林が発達して,

同複合文化人口はそれ以上南進しにくかった｡当期の寒冷化により西側の砂漠が北上しなが

ら西に後退し,東側の森林被覆がゆるんで,小型石器文化の大陸南半-の拡散(Flood,

1983 ; p,198)が開始した｡

8.5　北アメリカ

寒冷化(81)に対応した北アジア東端人口のベーリング海峡地域への移動(82)があり,逆説的

だが(83)小型石器文化が北極海沿岸に拡散し(Maxwell, 1985 ; p.39),森林北限の後退(84)に

対応して,小型石器文化人口の生活域が拡大した｡亜北極圏以南の後期Archic諸文化
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(Fiedel, 1987 ; p.95)では,寒冷化に対応して多雨地域(85)では寡雨化が生じて森林被覆が

ゆるんで生活地点数が増し,一生活地点の使用期間が短縮してみかけ上の｢遺跡の貧困化｣

が進行し,乾燥地域(86)では乾燥状態が緩和して,一生活地点の使用期間が延長して見かけ

上の｢繁栄｣ (Dering, 1999 ; p.671)が進行したが,文化の大きな変化はなかった(87)0

8.6　南アメリカ

当期の最重要変化は寒冷化期の赤道直下地域(88)での西半球最古の土器製作(89)の開始とメ

イズの本格的栽培の開始だった｡後の先進地帯のほぼ全域を含み,太平洋岸から南部内陸に

広がる乾燥地帯では乾燥が緩和して定住農耕文化遺跡が形成されはじめた地点もあったが,

寡雨化はあったが植生に変化のなかった(Pipeno & Becker, 1986 ; p,207)多雨地帯同様

に,　AHからの連続性の高い遺跡の形成された地点も多かった(90)0

考　　　察

以上でAtlantic期末の古気温と世界各地の諸文化とを対応させて記述できた｡寒冷化の

破壊的影響は3.6kaBCde. ep.では45oN弱までだったが, 3.2kaBCde. ep.では35oN弱にま

で及んだ(91)｡破壊的影響は特に現サ-ラ南半で確認できるが,森林被覆のゆるんだ低緯度

森林地帯,乾燥のゆるんだ乾燥地域周辺地帯および森林後退のあった北極圏では人々の生活

にとり好ましい影響があった｡

以下では南部メソポタミアとエジプトでの都市･国家建設過程を他地域の後の事例を念頭

におきながらまとめ, 8.7 ｢最初の国家｣の建設過程を青銅器の製作使用開始と関連させて

より一般的に論じ, 8.8技術的実態に基づいて潅概農耕と国家の関係を考察し,最後に8.9多

民族状態と文字の発明･国家の建設との関連を指摘する｡

8.7　｢最初の国家｣の建設課程

政治支配は学習行動だから,成長過程で既存国家の建設過程と支配行動とを学習した個人

がいれば,それまで国家的支配の存在しなかった地域でも国家を建設できる｡ 3 kaBC前

後の｢最初の国家｣成立前後の具体的状況が長い間わかりにくかったので,考古学的思想家

は当時は万能理論と考えられがちだった自然史的思想に基づいて進化論的国家｢形成｣仮説

を立案した(92)が,国家建設は完新世人類による完壁な人為的現象だから,自然史的仮説は

実はもともと無意味だった｡また考古学的思想家が国家｢形成｣仮説の構築に利用した実例

の(ほとんど)全ては既存国家の建設過程と支配行動を学習した個人による国家建設事例で

あり,利用実例に含まれていなかった｢最初の国家｣の建設過程を説明できなかった｡本論

では｢最初の国家｣の建設者達が既存例を学習できず, ｢たまたま　なりゆき｣で国家をつ

くったと考える｡国家建設過程では国家建設思想の普及した後の時代の人々にとっては支配

者がいて当然の規模の社会に支配者のいない｢Ubaid的過冷却｣状態- ethnographerは

稀に遭遇する-が続き,逆に国家建設思想が普及した時代にはAtlantic期社会の人々か

らみれば不必要な国家を建設しがちだった｡

本論では意図的に建設された農園(93)の一部が周辺住民の流入(94)によって都市に成長し,
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農園建設者(の子孫)が都市支配者にそのまま移行した(95)と考える(96)｡森林伐採が現実的

には不可能だった(97)金石併用期までの先進農耕地帯は結果的に自然草原に限られたが,降

水絶対量の少ない自然草原では降水安定性が低く(吉野, 1998 ; p.3),数年に一度の寡雨年

には収穫の激減を避けられないが,降水絶対量の多い森林地帯を開墾して人為的草原(料

也)を創設すれば,森林再生に至る植生遷移を人為的に停止する(除草する)必要は大きい

が,より安定的な経営が可能であることは自然草原農耕民の日常的経験(98)から明らかだっ

たから,現実的伐採能力を備えた青銅器の使用が始まると海上交通手段の発達(99)と並行し

て森林地帯での農園建設が始まり,考古学的短期間に支配者型農園(大土地所有)を主体と

した多数の農園が建設され,その極く一部が都市に,都市の一部が都市国家に成長したと本

稿では考える｡

8.8　海瀬農耕の実態と国家

Ubaid塑潅概が個人的であった(100)のと同様に,農園建設後の潅概施設も農園建設者の個

人的財産であり,本来国家とは無縁の存在だった(101)｡個人の潅概行為は個人的であり,歴

史的に形成された水利権(農業水利研究所, 1980;p.108)は私権である(東郷, 2000;

p.110)｡だから,潅概農耕が普通に経営されていれば国家の介入する余地はない｡支配者の

潅概権独占思想は紛争発生時の仲裁の効率化を目的とした思想であり,顛きに等しかった

｢古代行政組織｣で無数の個別潅概行為を管理できたと考えるのはナンセンスである｡潅概

農園開設時には旧河道を利用して潅概水路をつくったから,国家が関与する大工事は原則的

には不必要だった｡旧河道利用の長所は多く(102),より人工的で工事の難かしい取水部分を

できるだけ短縮して旧河道に導水できればあとは自然流下しやすい微妙な高低差を備えた旧

河道を利用するのは,大小旧河道の集合でもある大河川流域の潅概の常識であり,旧河道を

無視した潅概水路建設を考える習慣は伝統的潅慨社会にはなかった｡大面積を潅概するには

高い位置(内藤, 1960;p.37)の旧河道に導水する工事を要し,南部メソポタミア･エジプ

トでは河水面が低下しつつあったので,充分に高い位置に設定する必要のあった取水部分の

コストが大きかったが,他の大部分では旧河道を利用できたから,国家的大工事は不要だっ

た｡

8.9　多民族状態と文字の発明･国家建設

概説書(たとえば西田, 1981;p.9)でくりかえすとおり, ｢何がいくつ｣を伝達した完新

世中葉のメソポタミアのtokenが旧大陸の文字伝統の原初形態であり,最終的には当期末

のUrukで文字表現が考古学的短期間に考案された(小林, 2000 ; p.20)｡本論で注目する

のはメソポタミア･エジプトで多様な言語の使用者が混在していた上に,交易関係がもっと

多様な言語集団に広がり, token -文字が｢多言語状態の視覚的解決手段｣だったと考え

られる点である｡多言語状況下での文字の発明を論じない(たとえばGaur, 1992;

pp.33-34)のほ文字の発明後の考古学短期間内に文字の言語固定機能が作用して多言語状

態が終息した結果だろうo

都市化進行中の先進地帯に流入した寒冷乾燥化難民を先住民が奴隷化したことがなんとな

く古代都市･国家の形成を促したとする難民奴隷化文明起源論(鈴木･山本, 1978 ; p.32)
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を本論では認めない｡最初の国家の建設に積極的に関与したのは異民族系農園建設者だった

と考えるからである｡難民奴隷化論は先住者が政治的に優位であるとする思想に立脚するが,

本論では先住者優先思想はすべての社会に存在した思想ではないと考え,当期に形成された

都市的支配には先住者優先思想が関与しなかったと考える｡一般的にも先住者優先思想は初

期段階では機能せず,非先住者的人口の支配老化後の考古学的短期間を経た時点で既存支配

者の支配性を確認する先住者優先思想が形成され(35,50),始祖の異民族的出自を意識した支配

者か自らの支配の仮想的属地性を強調し,単なる属地性強調では支配性の証明が不充分であ

ると感じた支配者が｢超土着理論｣である王権神授説話を考案したと本論では考える｡

先行期に展開した黒海地域系銅器文化を大きな背景として,当期の環地中海地域東南部で

活動した初期青銅文化系農園建設者(と模倣者の子孫達)達は,青銅器使用がより直接的に

関わる森林地帯中の安定農地創設による社会基盤の創出よりほ,当時としては非常に多数の

先住農耕民のいた(103)エジプト･メソポタミアでの支配者化によって,当期末には人類史を

大きく変えつつあった｡都市と国家の建設･文字の発明などの｢文明現象｣はたしかに人類

の進歩そのものだったのだろうが,世襲的支配者が(ほとんど)すべての点でその他の人々

よりも優れているなどとした政治支配の諸思想は,権利の(ほぼ)平等な兼業農家集合的社

会で生活したAtlantic的｢無政府主義者｣にとってほ常軌を逸した滑稽思想と感じられた

ろう｡ 3kaBC以降の｢文明時代｣とほぼ同じ5千年の歴史のあった(Boreaト) Atlantic社

会に都市と国家が建設されて,人類史が権威主義と全体主義に傾斜し始めたのは,古気候学

的に考えれば完新世後半の寒冷化に対応した｢貧困化｣だったのかもしれない｡

註

(1)以下すべて年輪修正年代である｡

(2)農耕文化,特に高度に発達した農耕文化ほど少数種作物(穀物) -の依存が強く,強依存穀物

の栽培限界地域(当期以降4ka問には当該地域が北半球にあったので北限地域)では寒冷化の影

響が大きい｡栽培限界地域の赤道側地域では寒冷化の直接的影響は小さいが,極側栽培限界地域

からの(さしひき)移動者の急増が社会を混乱させやすい｡寒冷化に対応した(さしひき)移動

者急増と関係した変化が,栽培限界地域に接する赤道側地域よりも,さらに赤道に近い地域で明

瞭に観察された事例もあった(別稿で扱う予定)｡採集･狩猟･漁曹文化,および少数種作物依存

の弱い農耕文化(実質的には農耕依存度の低い農耕文化)では寒冷化に対応した変化が進行しに

くい｡先行高温期中に砂漠地帯の極側草原で発達した農牧文化では高緯度に位置するので寒冷化

が強く作用し,　農耕の生産性を低下させ,食糧基盤である家畜飼料植生を破壊し,同赤道側草

原の農牧文化では寒冷化が砂漠を赤道側に移動させ,先行高温期中の耕地･草原が砂漠化するの

で,寒冷化の影響がやはり激しい｡

(3)既存の指摘(鈴木･山本, 1978:p.27等)ほど寒冷化と｢古代文明の発祥｣との間の関係が直

接的でないことを本論の8.9で述べる｡

(4) AHにも高い水準での気温のゆらぎがあり(佐々木, 2001 ;p.62), Subboreal期にも後続期を

除き(次稿で扱う予定)低い水準での気温のゆらぎがあった(続稿で扱う予定)から,両者の移

行期だった当期に大きなゆらぎがあったのは当然である｡
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(5)文化人類学の最も基本的な概念であるpsychic unity (生物種としてのHomo sapiensである点

は共通するから, 3.6-3.OkaBCの環地中海域東南部の人々と2kaADの我々との間に心性の有意

差はないとする考え方)に従って,発展途上的社会を主対象とする民族学の知識を応用し,状況

の｢これ以外には考えられない｣復元を試みた｡

(6) Atlantic期の最高水準とSubboreal期の最低水準の差を7 DCとすれば(Wurster 良 Patterson,

2001 ; p.97), 3.6kaBC de ep.の低下量は約5oCだろうo　これだけ激しい寒冷化が数年間で進行

したとは考え難いが, 50年以上を要しなかったことも確かだから,更･完新世境界の温暖化

(佐々木, 1999 :p.144註72)に準じて,約20年の相対的安定期をはさんだ各数年間の2回の下

降(各2oC強下降:または10年以上の安定期二回をはさんだ計3回の各2oC弱の下降)が約30年

間に進行したと考えられることもできる｡

(7) Early Neoglacial (Crowl & North, 1991 ; p.99)の開始時点である｡古気候学的に3.6kaBC

de. ep.は繰り返し指摘されている(たとえばBurrows, 1979;p.3)｡ただし, 3.7kaBCとした

例(安田, 2000 : p.40), 3.8kaBC (切りのよい5k14Cyr BP :van der Hammen & Urrego,

1978 ; pp.186-187,小泉, 1994 : p.28)などのやや早い時点を考える論者も多い｡

(8) 3.5kaBCよりもやや早い時点を考えやすい｡

(9) 3.6kaBCde.ep.に準じて考えれば約20年間の安定期をはさんだ2回の温暖化で計3oC弱の気温

上昇があったと考えやすい｡

(10) 3.6kaBC de. ep,後の短低温期の気温水準が絶対的には低くなく,しかもその期間が0.2ka以下

(約0.15ka?)だったので, 3.2kaBC以降までAHが続いた(Zhang et al., 2000 :pp.397･

398)と考えることもできる｡

(ll) 3.4kaBC am. ep.直後の高温水準は2.2kaBCに短期間, 1.6kaBC後にはやや長期間出現した

だけであり, 3.2kaBC de. ep.からSubatlantic期間開始時点(0.75kaBC)まで概して低い水準

で気温がゆらいだから, 3.6kaBCde.ep.ではなく, 3.2kaBCde.ep.がAHを終わらせた

(Bennike, 2000 : p-300, Mannion, 1991 ; p.60, Repinski et alリ1999 ; p.274など)と考える

こともできる｡

(12)西部地中海沿岸のCs気候区の北上(Jalut et alリ2000 ; p.285)などの一見逆行的な区分境界

の移動もあった｡当該例では寒冷化に対応した南フランス内陸部での大西洋性降水量の減少が夏

季の乾燥を激化させ,地中海的気候(または寒冷な草原植生-つまりやや氷期的な植生)への

傾斜が生じたのだろう｡

(13)南極では4.2kaBCにAHが終わっていたとの指摘(Yoon et al., 2000;p.208)もあり, 6.5

kaBCに寒冷化が始まったとする立場(Wayner et al., 2000 : p.65 : Atlantic期冒頭の寒冷化

(:佐々木, 2000;p.120ljをAH終了後と混同しているのだろう)もあるが,当期を通じて地表

の大部分では寒冷化が決定的に進行したと考えてよい｡

一般的に本論で扱う期間以降にはAH以前にくらべて気温水準のゆらぎが激しかったと考えら

れがちだが,一定水準の高温状態が持続したと錯覚しがちなAHおよびそれ以前にも3.6kaBC

以降と同様の気温水準のゆらぎがあった一方で, 3.6kaBC以降にも例外的な安定期(次稿参照)

があったから, 3.6kaBC以降のゆらぎを過大評価すべきでない0　3.6kaBC以降のゆらぎを過大

評価しがちであるのは, 3.6kaBC以降のゆらぎが｢古文明の発祥｣と展開と関係することをより

敏感に感じるからだろう｡

(14)日本列島各地でも若干の海退があった(遠藤･小杉, 1990;p.97)｡しかし下降幅は小さく

(PirazoHi et al., 1984 ;p.16),当期に5m以上の低下があったとする(Zhang et alリ1997,-

p.54)のほ過大だろう｡ AH末の海水準は2kaAD海水準+3m内外であり(佐々木, 2001;

p.63),実際に確認できるAH末海水準が+1 m以上(藤本･宮城, 1990;p.649), +2m
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(Chen&Lin, 1996 ;p.260)であることもあり, 3.4kaBCam.ep.での(わずかな)再上昇もあ

り,当期中の海水準変動量は大きくなかったとみてよい｡

(15) Wang & Strydonck, 1997 ; p.199等｡

(16)藤本, 1990 ;p.649等｡

(17) Baker et al., 2001 ; p.2640 3.6kaBCに開始した海退による海岸線を侵食した(Rodriguez-

Ramirez et alリ1996 ; p.805)のはもっと新しい小海進だったのかもしれない｡

(18) Morhange et al., 2001 ; pp.327 ･ 328, Sivan et al,, 2001 ; p.115など｡

(19)細石器の多い器種構成の文化もあったが,少ない構成の文化もあった(木村, 2001 ; p.56)0

(20) de Menocal et al., 2000;p.358｡内水面が縮小(Hoelzmann, 2001;p.210),消滅した

(Kropelin & Soulie-Marsche, 1991 : p.220)｡

(21)木本を含めた利用種の本格的作物化は次の大寒冷化期だった2kaBC以降に進行した(Andah,

1993 ; p.250)が,当期以前を含めた非常に長い先行期間に特定種の利用度が次第に高まって農

耕に移行したと考えるべきである｡ヤギはAHに北上したサブサ/､ラと北アフリカとの｢接近｣

期にサブサ-ラにもたらされ(Grove, 1993 ; p.45),牛飼養文化ではヤギを含めた多様な動物を

飼養し(ようとしてい)た｡

¢2)東側山地から流出する河川流域の例外的好条件地点および東側山地のOpen forest内の小草原

も乾燥化を避けた農耕民の移住しやすい地点だった｡

(23) (中)南部の一生活地点を中心に考えれば, AH末までの長期間を通じて次第に使用頻度は高

まったが,一生活地点の使用はかなり断絶的だった｡高海水準に対応した自然潅概的な小潅概水

路は使用中断期には半ば(以上)遺構化したが,各便用期の住民が旧水路を個人的に渡諜し,さ

らに緩慢な人口増加に対応して延長･拡幅し続けて, 3.6kaBCまでに不安定だが,水利権係争の

生じにくい小農的慣行水利権(8.8参照)が歴史的に形成された｡

(24)道路よりも内水面港･ (運輸小)水路が都市的人口の支持上では重要である｡運賃が禁止的に高

い陸上運輸に大量基礎物資の搬入を依存する地域では都市発展の限界水準が低いからである｡

AH後葉から当期前半にかけての｢神殿｣は都市的集落の中央に建設され,定型的な隔絶的大建

造物だが,支配者居館ではなく,商業的機能のあった遺構である(常木, 1997;pp.117, 121)0

一般的には進化論的なtheocratic建造物であると考えるが,本論では政治的支配の概念が形成さ

れた農園一植民都市建設以前の｢神殿｣にはtheocraticな機能はなかったと考える｡

(25)当期の土器製作は依然として重要な手工業だったが,完全な脱農耕民化を伴なう専業化(小泉,

2000 ;p.21)を考える必要はなく,土器規格化を政治的支配と関連づける(依田, 2000;pp.59

･60)必然性もない｡土器(陶磁器)器種を規格化した歴史時代政体は多くても稀だから,器種

｢規格｣は取り引き上の必要から生じた収束傾向を拘束的に評価していると考えるべきである｡

(26)二層またはそれよりやや複雑な階級分化があったことは民族学的観点からも肯定できるが,非

生得的分化だった可能性が高い｡

(27)当期中にFC地域の乾燥化が進んだとする論者が多い(たとえばNissen, 1998 ;p.56)が,

3.6kaBCまでの持続的高温がFC全域で乾燥化を進行させて南部メソポタミア-の人口集中を結

果したと考える一方で, 3.6kaBC以降には寒冷化が乾燥化を進行させたと考えるのは,古気温に

無関係な一方的乾燥化を主張することにはかならず,明らかに不合理であり, AHに乾燥化が進

行したとするなら,当期には乾燥状態が緩和したと考えるべきである｡当期以降の寒冷化が乾燥

化を結果したとするのほ現サ/＼ラ南半の同時代的砂漠化からの連想であると思料されるが,完新

世のFC地域では西南側の砂漠が温暖化に対応してメソポタミアに接近し,寒冷化に対応して後

退すると考えるのが合理的である｡

(28)安定した草原地帯で発達しがちな多年草根のないことが農耕開始地点で有利だったから｡中南
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部メソポタミアのアラビア半島側(北部メソポタミアと東地中海地域を含む)がここで述べる選

好周辺地帯である｡ 3.6kaBC de. ep.直後に該当地帯に入殖した(2kaADからみれば小さな)人

口の小さからぬ部分は3.4kaBC am. ep.による乾燥化に対応して南部メソポタミアの中心地帯

(よりも特にベルシア湾奥の新耕地)に移勤しやすかった｡

(29)周囲の諸地帯から半異言語的参入者が絶えずあったUbaid-Uruk社会の住民はもともと｢よせ

あつめ｣的であり,言語的一体化を促進する政治作用が(ほとんど)なかったから,当該人口群

の使用言語の(存在と) ｢帰属｣を論じることは特に意味がないが, Afro-asia系言語使用者が多

かったと考える余地は大きい｡

(30) Snが遠隔地産の極めて貴重な原料だったから, (初期)青銅器時代の青銅器は一部住民の独占

対象だった(Weeks, 1999 ; p.61)｡

(31)鉱山都市的集落を原形とし(佐々木, 2000;p.65),中心部の建設者居館と周辺部の｢平民｣

用小型住居集合からなる城壁囲繰遺跡に対応する｡

(32)後続初期王朝期でも南部メソポタミアの総人口から都市国家群総人口を除くと数十万人が残っ

た(箕輪, 1999 ;p.113)から,当期末にも相当数の農耕民が非常に多数の非都市的(非農園)

生活地点に残っていたことを理解できる｡

(33)地域的大洪水復興過程での都市建設者の積極的役割は想定しやすい｡全滅的大洪水類似現象が

｢古代文明｣の成立の契機だったとする論者もいる(たとえばSnell, 1987;p.17)が,都市遺

跡の非包含的砂質堆積に対応する大洪水は地域的災害だった(芹滞, 1984 ; p.155)｡

(34)農園建設時には(農園敷地内で一時貸与した貴重青銅器を使って被雇用住民自身に作らせるな

どした) ｢新製品｣ (硬質木製品など),農園経営が軌道にのれば収穫食糧(ここでは小麦)を支払

い,品種による栽培暦の多少の差を活用して-移住者がより寒冷な先住地から低温適応的品種

をもちこむことが農園創設,経営の条件だった-,先住民農耕暦上では(農繁期開始直前の)

農閑期だが,農園経営上の農繁期に先住民を雇人した｡農園経営が安定すると,自らの小経営上

での困難を感じ始めた先住民(注36参照)が挙家離村的に農園内に移住し,先住民流入量の多か

った一部農園が都市的規模に成長したと考えるo

(35) (一次的)ダム建設後の新農園の追加建設時にはダムを多次的にかさ上げして貯水池を上流方

向に拡大し,新農園はより上流から取水したので,同一貯水地点取水農園数が増えるとダムが成

長し,農園経営者(｢貴族｣)内では農園建設の順に応じた序列が形成されたろう｡

(36)後続期にかけて小集落が｢中心的集落｣に吸収された過程(Nissen, 1988 ; p.70)を本論では

小集落先住民人口の農園流入,農観の都市的成長過程と考える｡河水面の低下に伴って, Ubaid-

Uruk型の小規模経営(注23)が困難になり,農園創設者(の子孫等)の支配下にあった農園に

先住民小農耕民が移動した｡

(37)やや遅れて青銅器を確保した先住民系住民が一部アナトリア系移住者の農園創設を模倣して創

設した農園も加わって,全体として非常に多数の農園が創設された｡

(38) ｢喜umer人の到来期｣ (高橋, 1992 ;p.9)であるo

(39)農園開設後しばらく経ってから潅概水路が機能不全に陥いる(または感染症が地域的に大流行

する)などにより成長途上で放棄された農園が多く,順調に成長した農園は少数派であり,都市

国家規模に成長した農園はもっと例外的だったから,当期を通じて開設された農園の延べ総数は

初期王朝都市国家数の少なくとも100倍以上に達したろう｡

(40)オリーブの栽培開始(和乱1999:p.205)も同系青銅器使用者によったのだろう｡

(41)メソポタミア,エジプトにくらべてかなり少数の先住民に対して農園建設数が多かったから,

模式的には一地域をとればある時点から一新農園が開設されると在来農園の一つが廃絶する｢過

当建設･住民不足｣状態が生じたので,創設耕地での経営の安定性にも係わらず,数百年間には
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当期の一時点の現住人口とはふつりあいに多数の農園が建設された0

(42) (Bard, 2000:pp.66･67)共通文化要素はその後の｢古代民族主義｣ (本文p.81参照)によ

り,短期間で地域的要素に置換されて消滅しがちだった｡

(43)小草原が散在した上に,金石併用的先住農耕民が既に生活していた地点を避ける傾向もあった

から, ｢飛び石づたい｣の農園建設は建設者達の少人口にくらべてかなり急速に展開した｡農園展

開初期には権利の(はば)等しい多数入殖者による｢共同体｣型農園開設もあったのだろうが,

先住民密度が一定水準以上だった地域では先住農耕民を雇人するのが農園の開設･経営上極めて

有利だったから,かなり早い時期から(最)少数の初期青銅器文化系移住者の開設した｢小政体｣

型農園が多数化した｡最少数の青銅器文化系人口で建設できた｢小政体｣型農園の多数化は農園

展開をさらに加速した｡

(44)ナイル河谷ではアナトリア系要素を意図的に隠蔽した可能性がある(本文p.81参照)｡キプロ

ス(Herscher, 1998;pp.319, 323),クレタ,ギリシア半島では先住民が少なく,海上交通が未

発達で港湾集落的農園開発も遅れた｡エーゲ海域では黒曜石採掘の盛んだったMilos,金銀を産

出したSifnos等のKykladhes諸島の先住民がやや多く,農園の建設と拡大がやや急速だった｡

(45)ナイルデルタ北端が南部メソポタミア南端とはば同緯度(約31ウ30′N)であり,上エジプト南

端は北回帰線にほとんど接するから,長日性作物である小麦の栽培条件はエジプト,　特に上エ

ジプトでより限界的である｡具体的には冬至以降に形成された花芽が充分に成長しない間に春先

の激しい気温上昇の中で開花受粉適温期が終わり,小麦が開花しても高温性受粉障害が生じて収

穫量が激減しやすい｡この条件下では冬至直後に花芽を形成させられる(できるだけ早い)時期

に播種し,気温の急上昇期に(比幡的には)瞬間的に出現する適温期を逃さずに開花受粉させる

から,短かい開花受粉期に対応して収穫期も短かく, ｢どの小麦畑も一斉に実り,放置すれば脱粒

するので,どの小麦畑も一斉に収穫する｣必要が生じる｡

(46)エジプト農村の大量の収穫労働者雇人慣行は近代化の結果と誤解されやすい(長沢, 1986 :

p.104, 1998;p.21)が,限界的小麦作社会に共通した伝統的慣行であり,エジプトの農業近代

化は小麦収穫用労働カブールを小麦耕作の農閑期に活用して進行したと考えるのが正しいo

(47) 3.6kaBCde.ep.以降の(ありえない)全地表的乾燥化がナイル河谷に下層民的サ/＼ラ系移住者

を集中させたことが農園一都市建設を結果した(Lamb, 1982 ;pp.116･ 117)のではない｡寒冷

化に対応して東南サ-ラ系移住者はナイル河谷に流入したが,ナイル河谷周辺ではむしろ寒冷化

に対応した乾燥状態の緩和があった(注27参照:ただし緩和しても農牧民の生活が容易になった

地点の総面積は小さくなかったろう)｡各時点のナイル河谷の先住農耕民にくらべればその時点前

後の短期間に到来した東南部サ/､ラ系移住者は多くなく,ナイル河谷の農耕民社会に積極的影響

を与えた水準に達さなかったとも考えられる｡仮にナイル河谷の人口が東南部サ/＼ラ系移住者に

よって増加したとする立場をとるにせよ,農園一都市建設はもっと具体的に説明する必要がある｡

本論では東南部サ-ラ系移住者が小麦主作化の進行した古代エジプト社会に必要な身分的性格を

強化したことは認めるが,東南部サ-ラ系移住者がなくても王国建設が進行したと考える｡

(48)南部メソポタミアと同様に伝統的集落に｢たてこもって｣武装抵抗する先住民も,農園建設者

が率いるべき手兵もなかったから,先住民と農園建設者との間の武装衝突はありえなかった｡

(4g)青銅製遺物の出土が稀であるのは辺境型青銅器文化の一般的現象であり,少量青銅器の使用は

早い時期から始まっていた｡貴重品だった青銅器を再潜解して利用しつづけると,各溶解時にSn

が昇華しやすい酸化スズ(ⅠⅤ)として空中に失われ,最終的に純鋼化して大量化した鋼製品の一

部が再利用システムから脱落し遺物化したからである｡

(50)同一幹線水路を使用する2番目以降の農園建設者は先占農園主の諒解を得て取水路を拡張,漢

藻し,南部メソポタミアとは逆に下流側で固有水路に導水した｡上流側の(古い)農園では水路
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が短く,漏水が少ないので水量も多く,水路の砂泥堆積も少ない好条件に恵まれ,経営も容易だ

ったが,下流側の(新しい)農園は逆に経営がより困難であり,最上流の(最も古い)農園主が

地域的貴族組織の頂点に位置しやすかった｡

(51)殉死慣行を｢奴隷制｣の有力な証拠と考えた進化論的学説もあったが,本論では被支配民族系

多数派人口の人種主義的｢劣等性｣と無制限供給状態とを支配民族系少数人口が異常に強く意識

する特殊な多民族社会の一時的慣行と考える｡長期間を経て通婚関係が多民族状態を解消するは

るか前にこの慣行は消滅した｡

(52)鋼治金技術のエジプト固有起源論(Trigger, 1982;p.507等)はアナトリア･ドナウ流域での

金属加工技術の早い時期からの発達(佐々木, 2001 ; p.65)を考えれば全く認められない｡

(53)主要航路がこの時点ではデルタ地帯に達さず,下エジプト東部と地中海東岸地域との交通では

陸上手段も重要だった(Bard, 2000 ; pp.66･67)0

(54)初期青銅器文化系航海者の建設した港湾農園集落で一時的,季節的または長期的に雇人された

先住民系労働者が同集落と内陸出身生活地点の間を往来して先進文化要素を内陸にもたらした｡

(55)先住民文化の青銅器文化への移行はギリシアで特に速やかだった｡当期中のイタリア半島基部

の状況と後続期以降の寒冷化に対応したドナウ下流域からギリシア半島-の南下移住者の(さし

ひき)増加とから,当期でも寒冷化に対応したドナウ下流域系人口の南下がギリシア半島の早い

時点での青銅文化浸透に関係したことが推測される｡

(56)ギリシア半島から伸びてきた航路はアドリア湾奥から吹く通年卓越風に阻まれて同湾岸地域に

到達しにくかった｡イタリア半島西岸の航海条件は同東岸にくらべて良好だが,当期中には海上

交通は未発達だった｡

(57)マグレブ内陸ではサ/､ラ北端のBS地帯が3.4kaBCam.ep.期の縮小をはさみながら拡大しつつ

あったが,大きな変化が生じなかった｡

(58)多数派人口は急激な寒冷化に対応して多数の挙家離村型移動小集団に分裂し,　微気候的好条

件地点をたどりつつ,一地点には短期的に生活し,長期的には移動先の先住民と融合して生活域

を南下させたのだろう｡激しい寒冷化に適応して生活様式を変え, AH末の生活域から大きく移

動しなかった小数派は数系列の一時的生活群に分かれて-生活地点を断絶的に使用し,性格を判

断しにくい貧弱な遺跡を残したのだろう｡

(59) Eismannは3.4kaBC de. ep.で一時的に再上昇した氷雪線に到達して死亡し(Prinoth-For-

nwagner&Nikolaus, 1995 ; p.78),直後の氷雪線の下降により氷雪中に埋没し, 2kaADまで遺

存した(Baroni & Orombelli, 1996 ; p.81)｡ 3.2kaBC以降の氷雪線の再上昇(たとえばCrow-

ley 良 North, 1991 ; p.95)はEismannの遺存とも本論の古気温変動とも矛盾するので一般的現

象としてほ容認しがたい｡

(60)完新世中間値的気温水準適応型文化の形成が始まっていたことが後続期の状況から推察できる｡

(61)全域的には新石器,金石併用文化人口に吸収されていた細石器文化人口は最後に残ったフラン

ス内陸部でも期末までに消滅した｡

(62)一般に移動者の主体は若い男性だが,非常に急激な寒冷化期の極側地域-当期の北部ヨーロ

ッパおよび黒海北岸,中央アジア北側草原西端-では挙家離村型移動が多かった(Christian,

1998 : p.93)可能性が高い(註58)0

(63) 3.4kaBC am. ep.にはウラル山脈地域に生活域を拡大した(Dargachev, 1989 ; p.796)0

(64)後には中央アジア中央部の鋼資源を開発し,北部ユーラシアの青銅器文化を発達させたが,当

期中には(育)銅器製作技術は当該地域に波及していなかった(藤川, 1999 ; p.10)0

(65)武装移動者が富･能力･出自のわずかな差を過大評価して形成した一時的組織が移動先で早く

から発達していた鉱山都市的農園支配と融合して固定した体制とみるべきだろう｡
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(66)黒海東岸の山地森林地域でもAHから散在小草原に金石併用的農耕民が(断絶的に)定住し,

当期には南から初期青銅器文化系農園が飛び石づたいに建設され,北からほ初期騎馬民族的移住

者がやや広範囲に拡散したろう｡山地森林地域からFC地域に(さしひき)移動した人々は形成

途上の初期王朝的多民族社会の一部を構成しつつあった｡

(67)経営が破綻して農園は消滅しやすかったが,消滅農園の原位置または近傍に,時代的には大き

く隔たらないが,農園建設者が先行消滅農園とは明確に異なる遺物を残した新農園を建設したか

ら,農園(-一都市)文化のみかけの変動は大きく,散在する先住民系集落でも-生活地点の使用

開始,廃絶が頻繁だった上に,農園の供給した製品を使用したから,農園の供給した手工業的物

資の変化に応じたみかけの変動が生じた｡しかし生活の連続性は実質的には高かった｡

(68)アラル海周辺のKert'eminar文化｡同文化と南接するイラン系彰文土器文化との間の類縁関係

を強調する立場(Okladnikov, 199() ; p.64)もあるが, Kert'eminar土器は明瞭な非彩文土器で

ある(Gupta, 1979;p.20)｡当期に最大規模に達したアラル海水系(Boomer et al,, 2000;

p.1265)での漁捗が寒冷化に対応して南下した北側草原･北接森林地帯の非農耕新石器文化人口

を定着させたとここでは考える｡

(69)模式的には,一部は原任地附近に残留したが,若年男性を主体とした小さからぬ部分が東アジ

アに南下移動して移動先で新文化形成に参加し(歴史時代に多かったパターン),残りは(寒冷化

とは排反的だが,後続期の状況から考えて)年平均気温は低いが主穀(粟)開花受粉期である夏

の最高温度は高い黄河上流域に挙家離村的に移動した,とでも考えるべきなのだろう｡

(70)原住地の飼料植生の貧弱化に対応して本格的農耕地帯に(季節的に)移動し,収穫後の耕地で

の放牧に依存する傾向を強めたことを想足しやすい｡

(71)寒冷化に対応してイラン北部では,　中央アジア南西部からの移住者の(さしひき)増大(前

註参照)にも係わらず,生活人口がやや減少したかもしれない(Mashkouretal., 1999 ; p.67)o

(72)当期以降にもAHと同様の高温状態が続いたとする見解(Srivastava　&　Prakash, 1998 :

p.231)は受け容れ難い｡

(73)出土遺構･遺物･遺存体と大きく矛盾するChopani Mandu (Thapar, 1985 ; pp.28-42)の

14C年代は受け入れ難いが,アッサムからネパールにかけて遺跡を散発的に残した東南アジア大

陸部系新石器文化(Lal, 1997 :p.21)に関係した遅い時代の遺跡とみることはできる｡

(74)半島東岸の森林被覆の少ない地帯で早い年代を示す新石器文化遺跡が知られている(Agrawal

& Kusumgar, 1974 ;pp.61, 66, 113)0

(75)本論で考える｢東アジアの一部である中国｣ははば北京･成都･広州を結んだ線よりも太平洋

側の地域である｡寒冷化に対応した長江流域から中国南部-の移動も確認できる(Higham & Lu,

1998 ; p.874)0

(76)墓制に確認できる身分分化が生じ(人身供犠もあった),専業的な手工業生産が始まり,集落間

の規模格差が生じ,大型囲壁集落が建設されるなどが中核地域の後期新石器文化の最終的特徴だ

った(小津他, 1999 ;pp.113-117)が,当期中にはこれらの特徴はまだ不明確だった｡

(77)註69参照｡当期中にウシ･ヒツジの家畜化が中国東北地方西南部で進行したとする説(甲天,

2001 ;p.137)がある｡西アジアでは小麦作物化と草食動物家畜化が並行進行したから,東アジ

アでは遅くとも農耕文化の乾燥地帯進出期(彩陶文化形成期)に両家畜飼養が始まったのなら東

アジアでの両種の独立発生的家畜化を考えやすいが, AHの両種家畜化の形跡はない｡当期の寒

冷化を考えると, AH中央アジア北側草原の小人口の移動的民族多数が両家畜と飼養の基本知識

を西から東にリレー状に伝播させ,当期の寒冷化に対応した南への移動が両家畜の文化を東アジ

アにもたらしたと考える余地が大きい｡

(78)任, 1989 ; p.60,早乙女, 2000 ; pp.17-19, 25など｡日本列島では3.6kaBCde.ep.前後が前
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期中葉, 3.4kaBCam.ep.前後が同後葉, 3.2kaBCde.ep.前後が中期前葉にあたるとみられ,土

器様式の変化の激しい時期だった｡土器様式の激しい変化は土器製作者の激しい移動の結果であ

り,さらに気温変動に対応した住民一般の激しい移動を示唆するが,縄文文化に画期的変化が生

じたとは考えられない｡

(79) 8.5北アメリカの項参照｡

(80)土器の製作,使用は同時代の南シナ海対岸地域にあったから,現状では何等かの技術的(?)

理由で土器製作が選択的に伝播しなかったと考えるしかない｡

(8i)林相変化(Delcourt et al., 1998 : p.275)から35oN附近で約5oC低下したと推量されるが,表

層海水温が一時的に10oC下がった地点(Raab et al., 1995 ; p.291)もあった｡

(82)北アジア東端からアラスカへの移動は両地域がほぼ同緯度に位置するので寒冷化対応的でない

印象を与えるが,世界の寒極であるSakha共和国域に近く,暖流の影響を受けない北アジア東端

よりも,黒潮続流の影響を受けるアラスカは特に冬に暖かく,ベーリング海上の西から東-の移

動は寒冷化対応的である｡西半球の寒極になりそうな大陸北東部内陸には,南側から暖かくて大

量の河川水の流れこむ/､ドソン湾があるので,北アメT)カ北端は北アジア北部にくらべて全般的

にやや温暖である｡

(83)註79に対応する本文参照｡

(84)同緯度の北アメリカ大陸本体部より温暖なアラスカでの林相変化は後続期末に進行した(Hu&

Ito, 1998 :p.93)a

(85) Mexico湾北岸からフロリダ半島を経て大西洋岸(Newby et al., 2000 ; p.363)に至る地域,

アラスカ南岸から大平洋海岸山地に至る地域｡林相は当期中には大きく変化しなかった｡

(86)ロッキー山地(Albanse&Frison, 1995 ;p.93),大平原･南西部･北部メキシコ｡乾燥の強か

ったAH中の当該諸地域でも少人口の散在生活地点はあった(Mandel, 1995 ; p.61)0

(87) Porcasi & Fujita, 2000 :p.548, Smith & McNees, 1999 :p.133, Stafford et al., 2000 :

p.223など｡東部ではカボチャ栽培が始まった(Fritz, 1999 :pp.423, 426)0

(88)寒冷化期の赤道直下地域での急激な発展は隣接地域(北部アンデス･地峡地域?)から寒冷化

に対応して赤道直下大平洋岸に移動した人々と関連する印象を与える｡

(89)土器製作技術が考古学的短期間にペルー北部から北アメl)カ東部に拡散したことはペルーから

メキシコにかけての大平洋岸とべネズウェラから合衆国東部にかけてのメキシコ湾岸･大西洋岸

に(かなりささやかな)リレー状水上(一部陸上)交通があったことを示唆する｡

(90) Atacama砂漠(Grosjean et al., 1997 : p.244), Pampa (Prieto, 1996 : p-85)など｡

(gi)南半球では45oS以南の陸地が南アメリカ南端に限られ, 35oS以南の地域(南アメリカのLa

Plata河口以南,オーストラリア東南部･タスマニ7,および完全に無人だったニューシーラン

ド南島)では当期の生活人口が少なかったので,本論で寒冷化の破壊的影響を考えた中高緯度地

域は専ら北半球に属する｡

(92)かっての教条的学説(滝村, 1981 ; p.10)では親族組織が部分的に改変されて国家に移行した

と考えたが,この仮説では制度を改変した時.如こ制度を改変した後でないと存在しなかったはず

の権力者が既に存在したことを想定しているから,論理的破綻は明らかである｡国家が｢次第に

形成された｣とする表現は論理的破綻を隠蔽している｡人為的存在である国家はだれかが｢っく

った｣のだから, ｢形成された｣と表現するのは行為者を不問にする文字的欺肺である｡教条的進

化論仮説を否定した論者も進化論的仮説の自然史的自動主義の否定的批判に終わって, ｢最初の国

家｣の建設過程を理論化しなかった｡

(93)一定量の資本を投下した手工業原材料生産でも労働力を集中確保できる農園の建設が不可欠だ

った｡先住民にとっても新技術の習得を必要とせず,自己経営の農閑期余剰労働力を｢販売｣で
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き,自己経営破綻時の救済手段たりうる農園があることは好ましかった｡

(94)パートの通勤労働者からすみこみ労働者-の移行が｢流入｣だった｡

(95)単一家系支配者のいた農園もそうでない農園もあったのだろうが,農園建設に必要な資本(南

部メソポタミア･エジプトでは青銅器)を準備できた少数の人々が多くの農園を建設したとすれ

ば, 1農園あたりの建設者数を最少数に評価する必要があり,前者の類型が多く,一人の支配者

男性が数ヶ所の農園をかけもつ｢現地妻｣現象も少なくなかったと考える余地がある｡ほとんど

すべてが中小農園で成長を止めて大部分が遺棄され,少数が中小の都市的集落で成長をとめ,早
一家系支配型農園が成長して都市国家に移行する確率は+ 0だった｡

(96)支配者型農園(｢大土地所有｣)を原国家組織と考えるのは｢安易な｣発想だが, ｢国家の友｣で

ある職業的国民教育担当者達が大土地所有を｢国家の敵｣と宣伝しっづけていることが,この安

易な着想を妨げてきたのだろう｡国家があれば大土地所有が国家の脅威であることが逆に国家が

なければ大土地所有が国家の｢もと｣たりうることを意味するのはほとんど自明である｡

(97)磨製石斧での樹木伐採の実験報告は散見されるが,新石器時代に森林地帯での大耕地創設が進

行しなかったことは事実だから,実験的伐採の成否に係らず,森林地帯の新石器文化人口が磨製

石斧を使用するなら耕地創設よりも効率のよい他活動を選んだことは自明である｡

(98)自然草原よりもpark land樹叢近傍草原, park land樹叢近傍草原よりもOpen forest内草原で,

非作物植生との競合から作物を守りきれば,安定した収穫できることは経験的知識だったろう｡

(99)都市国家の支持に要する大量の物資(事実上主食穀物)の運搬にあしぶね･いかだを利用でき

た地域もあったが,一般的には大型木造船が必要だった｡早くから磨製石斧で削造した丸木船を

利用できたと錯覚する論者が多いが, (1)原料木の大きさが容量を決定する丸木船では大型船製作

には運搬の不可能的に困難な大原料木を要し, (2)対柿面(舟艇長軸鉛直面)をどこにとっても質

的に左右対称でありえない原料木を加工した丸木舟を水に浮かべると自重垂心と浮力のかかる幾

何学的垂心とが長軸鉛直面上にのらず(両重心の一致は期待できない),大きな回転力が生じて極

めて不安定であり,安定した丸木舟造船には幼木時からの一貫した原料木管理に始まる長期間の

造船意図の継続を前提とした複雑迂遠な技術が必要であり, (3)実際に水をうかべてバランスを確

めながら｢えぐって｣調整すると船体の強度を損いがちであり, (4)苦労して(一応)完成しても

船体が原木の性状を残すのでゆがんで再び/ミランスを失いやすく,亀裂が生じて使用不能に陥い

ることがある｡丸木舟製作のこの多重困難が金石併用期までの造船者に原料木をできるだけ小さ

い単位に分解加工し,半製品小単位を組み立てた半完成船体を実際に水に浮かべて/ミランスを確

認しながら半製品小単位を少しづつ追加して調整すれば,安定して堅牢な船を造りうることを早

くから理解させていたことは現代のカヌーの基本的知識から明らかである(中川, 2000,材料研

究室, 1995,伊藤, 1996,吉原, 1994参照)｡青銅器使用は原料木の小単位分解を可能にして丸木

船製作者の夢想を実現させて,安定して堅牢な大型船製作を可能にしたから,青銅器使用が始ま

ると考古学的短期間で大型木造船を利用した水上交通が発達し始めた｡

(100)潅概農耕伝統のなかった大西洋地域系知識人の考案した潅概農耕論は,幼時から潅概農耕に接

した論者には妄想的空論に感じられる｡特定潅概農耕地帯では大政体を支持できる経済力があっ

たから大政体が成立したのであり,非潅概農耕地帯でも大政体を支持できる経済力があれば大政

体が成立した｡大政体が潅概農耕に必要でなかったことは大政体の大組織と潅概農耕の接点が

｢水争い｣の仲裁に限られた(次註参照)ことから自明だろう｡

(101)国家が無くても農園は存在しうるから,潅概施設が国家権力と無縁であることは自明である｡

農園主にとり仲裁国家機関はあれば便利だったが,国家機関がなければ他の仲裁者(第三者的農

園主等)を求めたから,潅概農園主にとって大政体は不可欠の存在ではなかった｡

(10.7)旧河床の粘土質堆積と高い地下水位(川上, 1960 ;pp.127･ 128)が水もれを防ぎ,埋積土壌
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がルーズで(高橋, 1996 ;p.108)で建設労働の大部分を占める流路掘削作業が少なくて済み,

分水路取水n設定に好適な蛇行部分(淀み)がある(塚本, 1984 ;p.217)など｡

(luョ)後続期(3,0-2.5kaBC)の日本列島の推定人口(縄文中期: 4 ×105人?)と歴史時代の中国

･日本の総人口比から考えて, 3kaBCの中国沿海部の総人口が同時代の南部メソポタミア･エジ

プト(各106人以下)と少なくとも同水準だったことは確実である｡
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